
Trimble Access

バージョン2023.00リリースノート
このリリースのTrimble® Access™ソフトウェアには、次の変更点が含まれています:

主な機能 :

ビルトインTrimble Mapsサポート

Trimble Access 2023.00では、Trimble Mapsのビルトインサポートが提供されます。Trimble Mapsは、Trimble
Accessジョブの背景図画像を取得する方法としてシンプルで使いやすい方法を提供します。

Trimble Mapsの使用にはコンフィグレーションは不要です –コントローラをインターネットに接続するだけで、Trimble
Mapsサービスはジョブの範囲の背景データを自動的に提供できます。衛星、街路、地形画像から選択します。

注意 – ジョブでは、定義済みの投影と座標系を使用する必要があります。Trimble Maps縮尺係数のみまたは

投影なし/座標系なしを使用するジョブの背景画像を提供することはできません。

Trimble Mapsは、現在のTrimble Access Software Maintenance Agreementが存在するTrimble Accessコントロー

ラ、または有効なTrimble Access利用契約を持つユーザーであれば使用することができます。

詳細については、Trimble AccessヘルプのトピックTrimbleマップを参照してください。

レイヤーマネージャは、設計ファイルへのリンクを改善します

レイヤーマネージャの追加ボタンを使用して、Trimble Connectから、またはUSBドライブから、または既存フォルダから、

一度に一つ以上の設計ファイルを簡単に関連付けることができます。

l クラウドプロジェクトの場合、レイヤーマネージャから直接、Trimble Connectからのファイルを簡単に選択してダウ

ンロードできます。

l コントローラに挿入されたUSBドライブの場合、USBドライブ上のファイルがファイルブラウザに表示されるので、これ

を選択してコントローラのプロジェクトフォルダに自動的にコピーできます。
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l Windowsコントローラに挿入されたSDメモリカードを使用する際は、メモリカード上のファイルを現在のファイル保存場

所から選択して使用できます。

注意 – Androidデバイスでは、SD メモリーカードはUSB ドライブと同様に扱われ、メモリーカードから選択されたファイ

ルはコントローラのプロジェクトフォルダにコピーされます。

ヒント- フォルダを参照する際、お気に入りのフォルダをピン留めして素早くナビゲーションを行えるようになりました。

レイヤーマネージャに戻った際に、ジョブに関連付けられたマップファイルがマップに表示されるようになりました。ジョブに関連

付けられたポイントファイルは、レイヤーマネージャに戻った際、常に表示され、選択可能です。必要に応じて、ファイルとレイ

ヤーの表示の有無や選択の可否を変更できます。

注意 – 既にレイヤーマネージャでジョブに関連付けられているファイルを更新するには、新しいファイルが、必ず同じ名

前の古いファイルを置き換えることを確認してください。これを行うには、レイヤーマネージャで自動更新が有効になって

いることを確認し、追加をタップして選択を解除し、ファイルを再度選択します。

サイズの大きいデータセットで作業を行うためのマップツール

マップ内での選択とパン

マップツールバーの選択 ボタンとパン ボタンが統合され、パンボタンをタップしてパンモードに入ることなく、

マップ内で一つのポイントを選択してパンすることができるようになりました。

マップ内でパンするには、マップツールバーで選択してパンする が選択されていることを確認し、マップをタッ

プアンドドラッグします。または、画面に2本の指を置き、目的の方向にスライドしてビューを移動します。矢印

キーのあるコントローラを使用している場合は、矢印キーを使用してパンすることができます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックマップを参照してください。

複数マップ項目の長方形またはポリゴン選択のための複数選択ボタン

Trimble Access 2023.00では、マップツールバーに新しいボタンが追加され、長方形選択と新しいポリゴン選

択間で切り替わります。これらの選択ツールを使用して、ポイントとライン、スキャンポイントクラウドの一部な

ど、操作するマップ内の複数項目を選択します。

l 長方形の選択 をタップし、選択したい項目を取り囲むようにしてボックスをドラッグします。

l ポリゴン選択 をタップし、マップ内をタップして、選択したい項目を取り囲むようにしてポリゴン形状の

作成を開始します。マップ内を必要な回数タップして、ポリゴンにノードを追加します。ノードを追加し
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終わったら、 をタップしてポリゴンを閉じます。ポリゴン形状がマップから消え、ポリゴンの内側にある

項目 (その一部分でもポリゴンの内側にあるものを含む)が青色で表示され、選択されていることが分

かります。

l 長方形選択モードとポリゴン選択モードの切り替えを変更するには、ボタンをタップして選択し(ボタン

が反転表示されます)、もう一度タップしてモードを変更します。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックマップ内の項目の選択を参照してください。

BIMモデルで一部の項目のみを表示する

新しいBIMツールバーには、最も関心のあるBIMモデル内の項目を分離するためのツールが用意されていま

す。

マップ内のBIMモデルから項目を選択し、非表示 をタップして選択中の項目を非表示にします。または、

一部のみ表示 をタップして、選択中の項目以外のすべてを非表示にします。

詳細については、Trimble AccessヘルプのトピックBIMモデル内の一部項目のみを表示するを参照してくださ

い。

マップデータの透明度

新しい透明度フォームでは、マップ内のBIMモデルのほか、Trimble Maps、WMSからのデータレイヤー、背景

画像といったその他のマップ背景に対して、個別に透明度を調節することができます。透明度を上げると、

ジョブやその他の関連ファイル内の特徴との対比をより明確にすることが可能です。

透明度フォームを開くには、 をタップして透明度選択します。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックマップデータの透明度を参照してください。

表面点検の透明性

スキャン点検から紛らわしいアーティファクトを除去するには、表面点検のカラースケールを設定する際に、表

示したくないスキャンポイントに対して透明を選択することができるようになりました。たとえば、対象範囲に

入っていないスキャンポイントの色を透明に設定して、関心のあるポイントのみが色分けされてマップに表示さ

れるようにします。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック表面点検を参照してください。
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その他の新機能と機能強化

特徴コード付きシンボルをDXF ファイルとしてエクスポートする

特徴コード付きシンボルをTrimble AccessからDXFにエクスポートできるようになりました。

エクスポート画面のポイントとラインフィールドで、特徴ライブラリシンボルを選択すると、ジョブに使用される特徴ライブラリ内

で定義されたシンボルを使用して、ポイント、ライン、円弧、ポリライン、およびポリゴンが表示されます。または、方法シンボ

ルを示す形でポイントとラインをエクスポートするか、単純なドットとラインをエクスポートするかを選ぶことができます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックジョブからデータをエクスポートするにはを参照してください。

設定可能な区切り文字を使用してのCSVのインポート

カンマ区切り( *.CSV, *.TXT)ファイル形式を使用してCSVファイルをインポートする際、ファイル内のデータをフィールドごとに

分割するフィールド区切り文字を選択することができるようになりました。区切り文字のオプションには、カンマ、セミコロン、コ

ロン、スペース、およびタブが含まれます。

Androidコントローラでの画像のジオタギング

Androidコントローラ上でTrimble Accessを実行する際、画像にジオタグを付けることができるようになりました。旧バージョ

ンでは、ジオタギングはWindowsコントローラでのみサポートされていました。ジオタギングは、画像がキャプチャされた場所の

GPS座標や、画像がキャプチャされた時刻を示すタイムスタンプのほか、画像の説明やユーザ名を含んだポイントIDといった

その他の関連情報などの情報を、ファイルのプロパティに追加するプロセスです。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック画像にジオタグを付けるにはを参照してください。

測点杭打ちの機能強化

Trimble Access 2023.00には、測点の杭打ちに関する以下の機能強化が含まれています。詳細については、Trimble
Accessヘルプのトピック杭打ち可能な測点を参照してください。

ライン、円弧、ポリラインの測点選択と設定

ライン、円弧、またはポリライン上の測点を杭打ちする際、測点の選択画面を使用して、杭打ちする測点を

選択し、測点間隔の設定を定義できるようになりました。次のことを行うことが可能です:

l 測点間隔を定義します｡

l 測点間隔の増加に使用する方法を選択します。

l 0基準式は、ステーション間隔の倍数であるステーション値を取る方法で、初期設定ではこの

方式が設定されています。

l 比例法では、ステーション開始値に対してステーション値は比例します。

l 新しい自動増加を有効にする設定を使用すると、次 (または一つ前 )の測点の選択を自動化できま

す。

杭打ち中の測点の自動増加

ライン、円弧、ポリライン、または線形上の測点を杭打ちする際、新しい自動増加設定を使用すると、次の

(または一つ前の)測点の選択を自動化して、より合理化された杭打ちワークフローを実現できます。
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自動増加を有効にするには、杭打ち方法を選択し、杭打ち画面の測点フィールドの横の をタップして

測点の選択画面を開き、自動増加フィールドでSta+またはSta-を選択します。ナビゲーション画面で必要な

測点を手動で選択できるようにするには、自動増加フィールドでいいえを選択します。

IFC ファイル内の線形の測点間隔設定の共有

線形上の測点を杭打ちする際、測点の選択画面で構成された測点間隔の設定が線形ファイルに書き込

まれ、その結果、ファイルが他の測量作業員と共有されている場合も同じ設定が使用されます。

Trimble Accessでは、IFC ファイルに書き込むことができないため、ファイルがIFCファイルの場合、Trimble
Accessのバージョン2023.00以降では、測点の選択画面で構成された測点間隔の設定がTrimble追加プ

ロパティ( TAP)ファイルに書き込まれます。TAPファイルは、同一名のIFCファイルと同じフォルダに保存されま

す。他の測量作業者がIFCファイルを使用している場合は、.ifcファイルと共に.tapファイルを共有することで、

すべての測量作業者が同じ測点間隔設定を使用するよう徹底します。

開始・終了測点の略記の共通化

Trimble Accessでは、Sでライン、ポリライン、円弧、線形、道路、トンネルの開始測点を示し、Eで終了測

点を示すようになりました。旧バージョンでは、開始測点と終了測点を示すのに使用される略語が特徴タイ

プごとに異なっていました。

ウェブマップサービス( WMS)およびウェブ特徴サービス( WFS)の機能強化

Trimble Accessバージョン2023.00には、ウェブマップおよびウェブ特徴サービス( WMS/WFS)に関する次の機能強化が含

まれています。

l WMSとWFSで、同じ拡張サインインオプションが提供されるようになりました。サインイン方法を選択し、サービスを使

用するのに必要な認証情報やその他の情報を追加できるようになりました。以前は、WFS のサインイン詳細を設定

し、SiteVision Managerを使用してファイルに保存する必要がありました。

ヒント- ログイン認証情報をパラメータとして含むWMS URLを使用している場合は、ログイン認証情報をURL 
の一部として保持し、ログイン方法フィールドでなしを選択できます。ただし、URLの一部を成すログイン認証情

報は暗号化されません。ログイン認証情報を暗号化するには、URLからログインパラメータを削除し、ログイン

方法フィールドでHttp認証を選択し、ユーザ名とパスワードを入力します。ただし、URLの一部を成すサインイン

認証情報が暗号化されることはありません。サーバのセットアップでサポートされている場合に認証情報を暗号

化できるようにするには、URLからサインインパラメータを削除し、サインイン方法フィールドでHTTP認証を選択

してから、ユーザ名とパスワードを入力することをお勧めします。

l WFSの使用時に座標系フィールドからEPSGコードを選択することができるようになりました。さらに、WMSとWFSの両

方に対し、ソフトウェアがジョブの座標系を使用し、サービスによって提供されるコードのリストから、使用すべき最適

なEPSGコードを決定するようになりました。

l WMSと同様に、WFSは、ユーザが入力したパラメータをURLに保持し、サービスにパスするようになりました。これによ

り、必要に応じてバージョン番号などのパラメータを入力できます。

l WMSおよびWFS データの処理が改善され、EPSGコードに基づいてのグローバル/ローカル座標またはグリッド座標の

読み取りがサポートされました。

l 同じURLでWMSとWFSの両方を提供するサーバのサポートを改善するには、サービスタイプフィールドからウェブ特徴

サービス( WFS)またはウェブマップサービス( WMS)を選択しなければならなくなりました。以前は、Trimble Accessが
サービスタイプを自動的に検出しようと試みていました。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックウェブマップおよびウェブ特徴サービス( WMSまたはWFS)を管理するにはを

参照してください。
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CAD ツールバーでの結合なし

CADツールバーの結合なしボタンに新しいアイコン が追加されました。これにより、結合なし機能を使用すると、コードが

同じでも一つ前のポイントまたは次のポイントに結合されていない独立ポイントを測定できることが、視覚的に分かりやすく

なりました。

詳細については、Trimble Accessヘルプの測定コードの制御コードを使用して特徴を作成するにはを参照してください。

後視確認の自動復帰

一般測量中に後視を確認する際、機器が自動的に後視に向かって回転した場合、または回転をタップして機器を後視

に向けた場合、EscをタップしてBSの確認画面を終了すると、機器は自動的に一つ前のHA/VAに戻ります。

Vivac Metrotech vLoc3-Proの地下ユーティリティロケータのサポート

Trimble Access 2022.10では、Radio Detection RD8100ケーブルおよびパイプロケータのサポートが導入されました。

Trimble Access 2023.00では、ユーティリティロケータのもう一つの一般的なモデルであるVivac Metrotech vLoc3-Pro受
信機のサポートを追加しました。

vLoc3-ProにTrimble Accessを接続し、ケーブルやパイプなどの地下資産の位置を測定します。

注意 – Trimble Accessでは、Bluetoothを使用してvLoc3-Pro受信機に接続するため、vLoc3-ProにvLoc3 Series
Bluetooth Moduleが取り付けられている必要があります。

vLoc3.uldファイルは、Trimble Accessソフトウェアのインストール時にC:\ProgramData\Trimble\Trimble Data\System
Filesフォルダに保存されます。ユーティリティ位置定義 ( ULD)ファイルを FXLファイルとともに使用して、ユーティリティロケータ

を使用してポイントを測定するジョブを設定します。

FXL ファイルを使用するジョブを作成し、測量スタイルでユーティリティロケータ設定を定義したら、ユーティリティロケータからの

深さ情報を記録する属性で構成されたコードを使用して、ユーティリティロケータに接続し、ポイントを測定することができま

す。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックユーティリティロケータを参照してください。

プロジェクト最新位置情報と平面座標

平面座標系を設定するソフトウェア画面が改善され、プロジェクトの最新位置情報の平面座標をキー入力できるようにな

りました。これにより、プロジェクト最新位置情報の基礎となる投影グリッド座標までのオフセットが自動的に計算して表示さ

れます。または、オフセットをキー入力すると( Trimble Accessの旧バージョンでは必要な操作でした)、その結果生成される

プロジェクト最新位置情報の平面座標が計算されて表示されます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック平面座標系を設定するにはを参照してください。

GNSS 信号の捕捉

l 新しいGNSS測量スタイルで、BeiDouの捕捉が初期設定で有効になりました。バージョン6.00より前のファームウェア

を使用したGNSS測量には、GPSまたはBeiDou観測値が含まれている必要があります。一方を無効にすると、もう

一方の衛星群の捕捉が自動的に有効になります。

l 基準局と移動局の両方の受信機でRTKのIRNSS/NavIC信号がサポートされる状況でのリアルタイムキネマティック

測量で、NavIC信号の捕捉を有効にすることができるようになりました。

インターネットデータリンクのTLS暗号化

GNSS RTK測量用のインターネットデータリンクで、セキュリティで保護されたサーバ接続のためのトランスポート層セキュリティ

( TLS)インターネットデータ暗号化の使用がサポートされるようになりました。GNSS連絡先の接続タブにあるTLS 暗号化の

使用スイッチを使用すると、この設定が有効になります。Trimble AccessはTLSバージョン1.2以降をサポートします。
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12daポイント名

Trimble Accessは、12daファイル内のポイントの名前レコードを読み取ることができるようになりました。名前がコードフィール

ドに表示されます。

ファイル命名の改善

ファイル命名において、以下の改善を行いました:

l 国際文字は、WindowsまたはAndroidでTrimble Accessを実行している場合のファイル名でサポートされるように

なりました。以前は、アクセント記号やキリル記号を使用した文字はAndroidでのみサポートされていました。

l 完全なファイルパス(ファイル名とフォルダ名を含む)は、250文字に制限されなくなりました。ただし、Windowsエクス

プローラーなどの他のソフトウェアではファイルパスの文字数制限があるため、250文字を超える場合はご注意くださ

い。

パフォーマンスの改善

l 自動更新が有効になっている場合、レイヤーマネージャでBIMファイルまたはレイヤーの表示設定や選択の可否を

変更する際のマップ更新の遅延が軽減されています。

l 設定/言語画面からTrimbleキーボードの使用設定を削除しました。画面上のTrimbleキーボードは、コントローラ

のオペレーティングシステムの種類や、コントローラがタブレットモードで動作しているかどうかにかかわらず、ソフトウェア

のフィールドにデータを入力する必要がある場合に常に自動的に表示されるようになりました。

l スライダコントロールの近くで画面をタップすると、ソフトウェアはスライダの左端または右端の画面タップに反応しなくな

り、スライダコントロールまたはスライダコントロールラベルの画面タップにのみ反応するようになりました。

座標系データベース更新

Trimble Accessと共にインストールされるTrimble座標系データベースには、次の拡張機能が含まれています:

l ウルグアイにSIRGAS-ROU98座標系とゾーンを追加しました。

l カリフォルニアにカリフォルニア空間参照系 ( CSRS)の旧リアライゼーションを追加しました。

l グアムに座標系ゾーンを追加しました。

l オーストリアに次の座標系を追加しました: EPSG 31257、31258、31259。

l エクアドルにSIRGAS-Ecuador座標系のサポートが追加されました。

l キネマティック座標系 IGS20およびRTX20( ITRF 2020と同じと見なされます)を追加しました。

Trimble Centerpoint RTX™補正サービスを使用して測定された位置は、常に受信機で、測定エポックでのITRF 2020とし
て計算されるようになりました。Trimble Accessとともにインストールされた時間依存変換データベースは、測定エポックの

ITRF 2020とグローバル座標系の間のRTX位置を変換するようになりました。

新たなハードウェアのサポート

Trimble SX12 Wi-Fi HaLowのサポート

Trimble Accessのバージョン2023.00では、米国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドで利用可能なWi-Fi HaLow™を

搭載したTrimble SX12スキャニングトータルステーションのサポートが導入されています。Wi-Fi HaLowは、標準のWi-Fi™技

術よりも長い距離でポイントクラウド、画像、動画などの大量のデータを転送する際に信頼性が高く使いやすい方法を提

供します。
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EM130 Wi-Fi HaLowモジュールが取り付けられたTrimbleコントローラ上でTrimble Accessのバージョン2023.00を実行す

る際は、接続画面のWi-FiタブからWi-Fi HaLowを使用してTrimble SX12スキャニングトータルステーションに接続することが

できます。

詳細については、Trimble AccessヘルプのトピックWi-Fi接続を参照してください。

Trimble SX12パスワードのサポート

ファームウェアS2.8.x以降がインストールされているTrimble SX12スキャニングトータルステーションとのWi-FiまたはWi-Fi
HaLow接続には、セキュリティ保護を強化するための機器パスワードが必要です。

Trimble Accessのバージョン2023.00では、SX12の機器パスワードの設定がサポートされています。

機器のパスワードを入力すると、Trimble Accessソフトウェアは接続先となる各機器のパスワードを保存し、記憶します。

機器に保存されているパスワードが、コントローラに保存されているその機器のパスワードと一致する限り、パスワードを再入

力しなくても機器に再接続できます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック機器パスワードを参照してください。

Trimble EM940 EMPOWER RTK Radioモジュール

Trimble Accessバージョン2023.00では、Trimble EM940 EMPOWER RTK Radioモジュールのサポートが導入されました。

これにより、無線機を内蔵していない、または必要な周波数帯域に未対応の無線機を搭載したTrimbleGNSS受信機を

使用する際、450 MHzおよび900 MHz周波数帯域でGNSS 補正を受信することができます。

EMPOWER RTK Radioモジュールは、Trimble、TSC7、TSC5コントローラなどのEMPOWERモジュールベイを搭載した全ての

対応コントローラに取り付け可能です。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック移動局無線データリンクを設定するにはを参照してください。

Trimble Installation Managerの最新情報

以前のバージョンのTrimble Accessを使用して作成されたジョブ( .job)ファイルは、Trimble Accessの最新バージョンで開く

と自動的にアップグレードされるため、Trimble Installation Managerでは、バージョンアップグレードプロセスの一環として

ジョブファイルがアップグレードされなくなりました。

Trimble Installation Managerを使用してファイルをアップグレードするプロセスでは、変換する前に元のファイルのコピーが

作成されます。その結果、Trimble Installation Managerはジョブファイルをアップグレードしなくなったため、Trimble
Accessの新しいバージョンのインストールが高速になり、必要なディスク容量が少なくなりました。ただし、元のジョブファイル

のバックアップはされません。旧バージョンのTrimble Accessで使用できる元のファイルのコピーを保持するには、Trimble
Accessの最新バージョンのジョブファイルを開く前に、ご自身でバックアップコピーを作成する必要があります。

詳しくは、Trimble Access ヘルプのTrimble Accessのインストールを参照してください。

解決された問題

l 同期スケジューラダイアログが非表示 :サインイン時またはフォーム間を移動するときに、ローカルプロジェクトをクラウド

にアップロードダイアログが他のフォームの背後に隠れることがあり、ソフトウェアがデータの自動アップロードを停止する

問題を修正しました。

l 背景画像ワールドファイル:プロジェクトをクラウドに同期した際に、背景画像用のワールドファイル

( .jpgw、.pgw、.pngwなど)がコントローラから削除されることがある不具合を修正しました。

l 画像の名前付け:次のような画像の名前付けに関するいくつかの問題を修正しました。

Trimble Accessソフトウェアバージョン2023.00リリースノート| 8

https://help.trimblegeospatial.com/TrimbleAccess/latest/ja/Instrument-WiFi-connections.htm
https://help.trimblegeospatial.com/TrimbleAccess/latest/ja/Instrument-password.htm
https://help.trimblegeospatial.com/TrimbleAccess/latest/ja/GNSS-RTK-radio-data-link-configure.htm
https://help.trimblegeospatial.com/TrimbleAccess/latest/ja/Software-installation.htm


l リンク先フィールドがなしに設定されている場合、メディアファイル画面が開いている場合でも、画像ファイルの

名前が変更されるようになりました。

l リンク先フィールドを次のポイントに設定すると、同じ名前の画像が既に存在する場合のみ、画像ファイル名

の末尾に自動的に増分番号が追加されるようになりました。

l 次のポイントにリンクするためのプレースホルダ要素 ( NextPoint、NextCodeなど)が、現在選択されている言

語で表示されるようになりました。

l テンプレートからの追加設定 :ジョブを新規作成する際、選択したテンプレートから追加設定が新規ジョブにコピーさ

れない問題を修正しました。

l CSVのインポート:測量計算設定画面で高度な測地チェックボックスを有効にしてCSVファイルをインポートする場

合、座標タイプフィールドから別のオプションを選択すると、インポート画面の座標フィールドの名前が更新されるよう

になりました。

l ジョブのインポート時にTrimble Business Centerに表示されるエラー: GNSSデータを含んだジョブをTrimble
Business Centerにインポートする際、「パラメータは無効なパラメータ名です:秒」というメッセージを表示させることが

あるエラーを修正しました。

l UTCへの時間値 : Windowsコントローラ上のJXLファイルに書き込まれる値と一致するように、Androidコントローラ上

のJXLファイルに書き込まれるHoursToUTC値の符号を変更しました。HoursToUTC = UTC -現地時間。

l DXFエクスポート: DXFにエクスポートする際の以下の不具合を修正しました。

l 属性名が属性値だけでなく、各ポイントや特徴にも含まれていました。今後は、属性値のみがエクスポートさ

れます。

l 特徴コードごとに、テキスト属性ごとの個別のレイヤーが作成されるようになりました。以前は、属性テキスト

は常に各コードのレイヤー0に書き込まれていました。

l 特徴シンボル:特徴ライブラリファイル( FXL)で定義された特徴シンボルが描画される際に発生していた下記の問題

を修正しました:

l 属性フィールドの値によって定義された特徴シンボルが、選択中の属性値のシンボルではなく、すべての属性

値のシンボルを表示していた。

l DXFにエクスポートする際、属性テキストが常に、各属性のレイヤーではなくレイヤー0に書き込まれていた。

l 半円を含む特徴シンボルが、Trimble Accessで正しく描画されていませんでした。

l レイヤーマネージャの表示設定 :自動更新が有効になっていて、元の表示設定を選択する前に特徴タブでファイル

またはレイヤーの3つの表示設定を切り替えた場合、承諾をタップしたときにその設定が無視される問題を修正しま

した。

l IFC面の表示 :チューブ状のオブジェクトが時折、正しく表示されない問題を解決しました。

l BIMオブジェクトの選択 :面の選択モードがオブジェクト全体に設定されているものの、一つの接眼面のみが選択さ

れ、オブジェクト全体が正しく選択されていない一部のBIMモデルで発生していた問題を解決しました。

l WFS レイヤーの色 : Trimble Accessが開いている間、WFS レイヤーが統一された色で表示されるようになりました。

以前は、レイヤーマネージャでレイヤー表示を変更するか、ジョブを再度開くと、WFSレイヤーに使用される表示色が

変更されていました。

l WMS画像 : WMSサービスに接続する際、サービスが画像コンテンツヘッダの一部として文字セットフィールドを返す

と、背景画像の読み込みに失敗する不具合を修正しました。
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l 目標高 :機器が捕捉モードになっている時に、時折、地形の測定フォームに目標高フィールドが存在しなかった不

具合を修正しました。

l 測定コード:測定コードにおいて、マルチコードボタンが有効になっているときにコードフィールドの内容全体が選択さ

れることがあり、また、ファンクションキーで測定フォームを切り替える際にコードフィールドの末尾にカーソルが置かれる

ことがある不具合を修正しました。

l IFC属性を伴うポリラインの杭打ち: IFCファイルから作成されたポリラインに保存された属性は、ポリラインの杭打ち時

に記録されたポイントとともに保存されるようになりました。

l DTMまでの杭打ち: DTMまでの垂直距離デルタを伴うDTMに対して相対的に杭打ちする際、ジョブのレビューの時

に、明らかに間違っているデルタ値が表示されなくなりました。これは、測定された位置がDTMから遠く離れている場

合にのみ問題となっていました。

l マップ内の杭打ち済みアイテムの再選択 :新しい杭打ちポイントが以前に削除された杭打ちポイントの名前を使用

しているライン、円弧、またはポリラインを杭打ちした場合、アイテムを保存した後、選択を解除した後、マップ内のア

イテムをすぐに再選択できない問題を修正しました。

l 長方形制御コード: 3点の長方形を測定した後、後続のポイントは作成された長方形に結合されなくなりました。

l 円弧の表示の改善 :平面線形で定義された円弧が真の円弧として描画されるようになりました。旧バージョンで

は、一連の短い直線として描かれていました。これは表示上の問題であり、杭打ちには影響していませんでした。

l 0ゴン値 : 0ゴンの角度値が400ゴンと表示されることがある問題を修正しました。これらについては、全て0ゴンと表示

されるようになりました。

l NTRIP v2.0サーバ: NTRIPヘッダのContent-Typeフィールドでサーバがソーステーブルであることを明確にしていない

場合、Trimble AccessがNTRIP v2.0サーバからのソーステーブルを表示しない不具合と、マウントポイントストリーム

要求に対する応答でサーバがContent-Typeフィールドを提供しない場合にマウントポイントの補正データを使用し

ない不具合を修正しました。

l SXカメラビュー:Trimble SX10またはSX12スキャニングトータルステーションを使用する際に、ソフトウェアでカメラビュー

を切り替えたときに、間違ったカメラからのビューが一時的に表示されることがある問題を修正しました。

l SX Wi-Fiパスワードプロンプト: Trimble SX10またはSX12スキャニングトータルステーションを使用の際、長距離無線

接続からWi-Fi接続に切り替えた場合に、時折、Trimble Accessソフトウェアにパスワードの入力を促すプロンプトが

表示されることがある問題を修正しました。

l 後方交会法 :後方交会法中に、後視測定が行われる前にキーインされたコードが、後視ポイントを測定するときに

使用されない不具合を修正しました。

l ISO対回レポート: ISO対回レポートで、平均化された観測値が360度と0度の両側にある場合に、すべてのセットの

平均列に誤った値が含まれることがある問題を修正しました。

l 統合測量 : GNSS と一般測量の間で自動切り替えが行われるようにファンクションキーを設定した際、該当するFn
キーを押すと、GNSS と一般測量の間で確実に切り替わるようになりました。

l 統合測量後方交会法ポイント: Trimble Accessバージョン2022.10リリースノートに記録されている修正が未完でし

た。統合測量で後方交会法を行う際、ジョブ内にまだ存在しないポイントまでの観測を測定しようとすると、ソフト

ウェアがGNSS 測定画面に切り替わった際に、従来のポイントに入力した名前を保持せず、一連のGNSS ポイントの

次のポイント名に変更する不具合を修正しました。

l 日本語で実行時のソフトウェア構成 :日本語で初めてTrimble Accessをインストールする場合は、メートル法テンプ

レートのみが作成されます。日本語でTrimble Accessを実行すると、日本で適用可能な単位と座標系のみが表

示されるようになりました。
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l アプリケーションエラー:ソフトウェアを使用したり閉じたりする際にアプリケーションエラーを時折発生させる幾つかの問

題を修正しました。とりわけ：

l 同期スケジューラを使用して、大規模なプロジェクトをクラウドに自動アップロードして同期させる際に、

Trimble Accessが応答しなくなることがありました。

l 測点間隔がラインの長さに対して短すぎる箇所で、ライン、円弧、またはポリラインをキー入力する場合。

l ポリラインからのサイドスロープ杭打ち方法を使用してポリラインを杭打ちする際、一つまたは複数のフィールド

の値がヌルの場合。

l 杭打ち中、ソフトウェアはアプリケーションエラー「HOOPSエラー:要求されたシェルに使用できない値がありま

す」と表示し、シャットダウンすることがありました。

l 特徴コードのシンボルが短い円弧の繰り返しで構成されているラインに特徴コードを割り当てる場合。

l DWG ファイル内の重複頂点で閉合ポリラインをオフセットする際。

l Trimble SX10またはSX12スキャニングトータルステーションに接続した際、時折、ワイヤレス設定の更新中に

エラーが発生したことがソフトウェアに表示され、Wi-Fiチャンネルを変更しようとすると機器設定画面が閉じて

しまうことがありました。

l Trimble SX10またはSX12スキャニングトータルステーションに接続すると、一時停止した後、ソフトウェアが予

期せず終了し、Trimble Accessが開いている状態でビデオ画面が開いているときにコントローラを再開するこ

とがありました。

l 時折、Trimble S Seriesトータルステーションに接続しているTCU5コントローラで実行されているときに、ソフト

ウェアがシャットダウン時にロックされることがありました。

l Spectra Geospatial SP80受信機のWi-Fi設定を構成しようとした際、ソフトウェアに時折、アプリケーションエ

ラーが表示されることがありました。

l RTK/RTXオフセットを計算し、ポイントIDを入力する代わりにリストからポイントの1つを選択する場合。

l 放送RTCM座標系を伴うジョブで杭打ちポリラインを使用する際。

l TCU5コントローラでTrimble Accessを実行するときに、TWD97座標系を選択する場合。

l Land Seismicなどの、あまり一般的でないTrimble Accessアプリを使用する際 :
l ジョブを開く前に、RTX補正位置を生成していた受信機に接続する場合。

l アプリが、カスタム杭打ちフィールドでライブ情報を報告するエンティティを杭打ちする場合。

道路

新機能

杭打ち中の測点の自動増加

ストリング上の測点またはスキューオフセット法を使用して測点を杭打ちする際、新しい自動増加設定を使用すると、次の

(または一つ前の)測点の選択を自動化して、より合理化された杭打ちワークフローを実現できます。

自動増加を有効にするには、杭打ち方法を選択し、杭打ち画面の測点フィールドの横の をタップして測点の選択画
面を開き、自動増加フィールドでSta+またはSta-を選択します。ナビゲーション画面で必要な測点を手動で選択できるよう

にするには、自動増加フィールドでいいえを選択します。
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測点の選択画面で設定された測点間隔設定は、道路ファイルに書き込まれ、他の測量作業員と共有する場合も同じ設

定が使用されます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピック杭打ち可能な測点を参照してください。

2つのポリライン杭打ち法

道路を定義する特徴がポリラインで表され、使用可能な道路線形を持たない2つのポリラインを杭打ちできるようになりまし

た。2つのポリライン法を使用して杭打ちする際、ソフトウェアは選択したポリラインに対する相対的な位置を報告します。

機能強化

法面の杭打ち

法面を杭打ちする際のワークフローに、次のような改善を加えました。

l 杭打ちで法面を追加または編集するときに、切土および盛土勾配を定義するときに、次のストリングへの勾配オプ

ションと前のストリングへの勾配オプションが常に使用できるようになりました。

l ナビゲーション画面のつなぎ目デルタへの水平距離に有効な値が表示されるようになりました。以前は、常にNullが
表示されていました。

l これで、鉛直距離からつなぎ目へのデルタが表示されている状態で法面を杭打ちした後、同じ測点で法面ではな

い別のストリングを選択すると、鉛直距離からつなぎ目へのデルタは、前の鉛直距離からつなぎ目へのデルタ値では

なくNullと表示されます。

垂直工事オフセット

杭打ち方法が道路までの場合や、12daの場合で2ストリングのとき、かつ鉛直工事オフセットが(鉛直または垂直に)適用

されているときは、道路面からのオフセット値の箇所に黒い破線が引かれるようになりました。

DTMオフセットに対して相対的

DTMを基準にして道路を杭打ちする際、垂直オフセットが(鉛直または垂直に)が適用されている場合、DTMからのオフ

セット値の箇所に緑色の破線が引かれるようになりました。

測点選択

杭打ち中にリストから測点を選択する際のワークフローを、編集ソフトキーを削除することで合理化しました。杭打ち画面の

測点フィールドの横の をタップして測点の選択画面を開き、測点を選択するか、測点設定を編集します。

測点方法

測点方法、0ベースまたは相対が、道路ファイルに書き込まれるようになりました。これにより、ファイルが他の測量作業員と

共有される場合にも同じ方法が使用されます。

開始・終了測点の略記の共通化

Trimble Accessでは、Sで道路の開始測点を示し、Eで終了測点を示すようになったことから、ソフトウェア全体でライン、ポ

リライン、円弧、線形、および道路に同じ略語が使用されます。旧バージョンでは、道路の開始測点と終了測点を示すの

に使用されていた略語は、RSとREでした。

複数道路を含んだAutodesk Civil 3DLandXMLファイル

複数の道路を含んだAutodesk Civil 3DLandXMLファイルを作成するには、線形ごとにサイトを作成するとともに、その線形

に関連付けられた特徴ラインを作成することが重要です。これにより、Trimble Accessでは、適切な特徴ラインを使用して
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各道路を正しく形成することが可能です。サイトの作成の詳細については、Autodesk Civil 3Dのヘルプを参照してくださ

い。

複数の道路を含み、サイトから作成されていないファイルの場合、Trimble Accessがファイルのインポートを阻止し、ユーザ

に対して該当ヘルプトピックを参照するよう促すようになりました。旧バージョンでは、ファイルがインポートされていましたが、

各道路が正しく形成されていない場合がありました。

詳細については、Trimble AccessヘルプのトピックAutodesk Civil 3DからLandXMLストリング道路をエクスポートするにはを

参照してください。

道路のレビュー

マップ内を長押しすると、グラフィカルなレビュー画面が表示されるようになりました。これは、レビューソフトキーをタップしたとき

と同じです。

12da杭打ち法

12da道路の最寄りのストリング杭打ち法は、主路線のみで定義される12da道路には適用できないため、削除しました。

ユーザから寄せられた意見は、最寄りのストリング法が含まれていると、12daファイル内のポリラインをこの方法で杭打ちでき

るとの印象を与え、誤解を招くというものでした。これは事実ではありません –ポリラインは一つのストリングまたは2つのストリ

ング法でのみ杭打ちすることができます。

解決された問題
l 杭打ちデルタ:ストリングまで方法を使用して法面を杭打ちする際に、つなぎ目までの水平距離とつなぎ目までの鉛

直距離を表示できるようになりました。

l 杭打ち中に法面を追加 :無効な法面が作成されないようにするために、杭打ち中に法面を追加するときに、ソフト

ウェアは切土勾配フィールドと盛土勾配フィールドの両方でnull値を受け入れないようになりました。

l 測点間隔設定 :測点間隔が狭い、長い道路の処理を改善しました。これにより、道路の長さに適した間隔を指定

するまでの間、杭打ちが続行されてしまうのを防ぎます。

l 測点リスト:リストの最初の測点をタップして選択できるようになりました。以前は、承諾をタップするか、Enterキーを

押すことによってのみ選択することができました。

l 追加のポイント選択 :選択ソフトキーが使用できなくなり、追加のポイントを選択すると横断勾配ソフトキーに置き

換えられる問題を修正しました。これで、選択ソフトキーと横断勾配ソフトキーの両方が使用できるようになりまし

た。

l 工事オフセット:平面線形のみで定義された道路を杭打ちする際、工事オフセットを表す緑色の破線による線画が

正しく描画されるようになりました。これは旧バージョンでは正しく描画されていませんでしたが、これは表示上のみの

問題で、ターゲットとナビゲーションのデルタは間違っていませんでした。

l スキューオフセット:選択したストリングが線形でないストリング上の測点を杭打ちした後、杭打ち方法をスキューオフ

セットに変更してSta+/Sta-ソフトキーをタップすると、ターゲットが線形上の正しい測点に移動するようになりました。

旧バージョンでは、以前に杭打ちされたストリング上の測定にターゲットが移動していました。

l DTMまでの杭打ち: DTMまでの垂直距離デルタを伴うDTMに対して相対的に杭打ちする際、ジョブのレビューの時

に、明らかに間違っているデルタ値が表示されなくなりました。これは、測定された位置がDTMから遠く離れている場

合にのみ問題となっていました。

l LandXMLからRXLへの変換 :道路を編集したい場合、LandXML道路をRXL道路として保存する必要があるワーク

フローを復活させました。このワークフローには、定義メニューからアクセスします。

l LandXMLストリング道路 :下記を含むLandXML ストリング道路に関するいくつかの問題を修正しました:
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l LandXMLストリング道路を編集する際、ストリングを選択できなかった。

l ファイルに一つまたは複数の面が含まれている場合、LandXML ストリング道路をレイヤーマネージャに表示し

ないように設定することができなかった。

l 名前でのLandXML線形フィルタ処理 :メニューからLandXML道路を杭打ちする際、名前の一致により線形をフィル

タ処理することができるワークフローを修正しました。

l GENIO道路測点シンボル:利用可能な測点を水平曲線に設定してRXL 道路を杭打ちした後、GENIO 道路の

マップに測点シンボルが表示されなかった問題を修正しました。

l アプリケーションエラー:ソフトウェアを使用したり閉じたりする際にアプリケーションエラーを時折発生させる幾つかの問

題を修正しました。とりわけ：

l 杭打ち中、ソフトウェアはアプリケーションエラー「HOOPSエラー:要求されたシェルに使用できない値がありま

す」と表示し、シャットダウンすることがありました。

l レイヤーマネージャで道路が非表示に設定されている状況でLandXMLストリング道路を編集し、ストリングオ

プションをタップして使用をタップした際。

l LandXMLストリング道路を編集し、タップアンドホールドメニューを使用して道路の選択を解除する際。

l 平面線形がすりつけ(トランジション)によってのみ定義される12daファイルを使用する際。

トンネル

新機能

トンネル線形の杭打ち

Trimble Access 2023.00では、TXL ファイルで定義された線形を杭打ちする方法として新たな方法が2通りあります。線形

まで杭打ちするか、トンネル線形上の測点を杭打ちするかを選ぶことができます。

詳細については、Trimble Accessヘルプのトピックトンネル線形を杭打ちするにはを参照してください。

TXLファイルが動画フィードに表示されるようになりました

Trimble SX10またはSX12スキャニングトータルステーションに接続した際、マップに表示されるTXLファイルが、動画画面を表

示した際にも表示されるようになりました。

TXL測点表示の改善

測点ラベルが線形に対して垂直に、かつ表示中のトンネル面の外側に表示されるようになりました。

マップでのトンネルの選択

面上のほか、線形上をタップしても、トンネルを選択することができるようになりました。

アウトライン表示モード

アウトライン表示モードでは、設計測点間隔に応じて5mの最小測点長まで横断面が追加されるようになりました。

トンネルドライブスルー

トンネル定義の自動3Dドライブスルーを表示することができるようになりました。これは、Trimble Access道路のドライブス

ルー機能に類似した機能です。ドライブスルーを開始するには、マップ内のトンネルをタップし、レビューをタップし、平面図か
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ら3Dドライブをタップします。

機能強化

トンネルのリビュー

マップ内を長押しすると、グラフィカルなレビュー画面が表示されるようになりました。これは、レビューソフトキーをタップしたとき

と同じです。

解決された問題
l 測点間隔法 :方法が相対に設定され、トンネルにブレーキ測点が含まれている場合、ブレーキ測点の後に計算さ

れた測点は常に開始測点を基準にしています。以前は、ブレーキ測点の後に計算された測点は、ブレーキ測点が

発生した測点を基準にしていました。

サポートされている機器

Trimble Accessソフトウェアのバージョン2023.00は、下記のソフトウェアおよびハードウェア製品との通信に最適です。

注意 – 最高のパフォーマンスを維持するため、ハードウェアには常に使用可能な最新のファームウェアをインストールし

てください。

最近のソフトウェアおよびファームウェアバージョンに関する詳しい情報は、Trimble地球空間ソフトウェアおよびファームウェア

の最新リリース文書をご参照ください。

サポートされているコントローラ

Windows端末

Trimble Accessソフトウェアは、以下のWindows®デバイスで実行可能です:

l TrimbleTSC7コントローラ

l TrimbleT7、T10またはT100タブレット

l 対応サードパーティー製タブレット

対応サードパーティ製タブレットに関する詳しい情報は、Trimble Access Downloadsにアクセスし、サポート公示 –
Trimble Accessをクリックし、Trimble Access 2021 on 64-bit Windows 10公示をダウンロードします。

Android端末

Trimble Accessソフトウェアは、以下のAndroid™端末上で実行されます:

l TrimbleTSC5コントローラ

l TrimbleTDC600ハンドヘルド

l TrimbleTDC650ハンドヘルドGNSS受信機 ( Trimble Access受信契約の場合のみ)
l TrimbleTCU5コントローラ

少数ですが、Android端末でTrimble Accessを使用する際にサポートされていない機能があります。詳しくは、Trimble
Accessヘルプ内のAndroidデバイスに関するヒントの項をご参照ください。
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サポート対象の一般機器

Trimble Accessを実行中のコントローラに接続可能な従来型機器は以下の通りです:

l Trimbleスキャニングトータルステーション: SX12、SX10
l TrimbleVX™スペーシャルステーション

l TrimbleS Seriesトータルステーション: S9、S7、S5とS8、S6、S3
l Trimble機械式トータルステーション: C5、、C3、M3、R4、M1

l TrimbleSPS Seriesトータルステーション

l Spectra® Geospatialトータルステーション: FOCUS® 50/35/30

l サポート対象のサードパーティ製トータルステーション

Trimble Accessソフトウェア内で使用可能な機能は、接続された機器の型式およびファームウェアバージョンによって異なり

ます。Trimbleでは、本バージョンのTrimble Accessを使用されるに当たって、入手可能な最新のファームウェアに機器を

アップデートすることをお勧めします。

注意 – TCU5コントローラまたはTDC600モデル1ハンドヘルドを使用している場合、SX10またはSX12への接続はサ

ポートされていません。

サポート対象のGNSS受信機

Trimble Accessを実行中のコントローラに接続可能なGNSS受信機は、以下の通りです:

l Trimble統合GNSS測量系 : R12i、R780、R12、R10、R8s、R8、R6、R4、R2
l TrimbleモジュラーGNSS測量システム: R750、R9s、NetR9 Geospatial、R7、R5
l TrimbleSPSシリーズGNSSスマートアンテナ: SPS986、SPS985、SPS985L、SPS785、SPS585
l TrimbleSPSシリーズGNSSモジュラー受信機 : SPS85x
l TrimbleAlloy GNSS基準局受信機

l TrimbleTDC650ハンドヘルドGNSS受信機

l Spectra Geospatial内蔵GNSS受信機 :SP85, SP80, SP60
l Spectra GeospatialモジュラーGNSS受信機 : SP90m
l FAZA2 GNSS受信機

l S-Max GEO受信機

注意 – Spectra Geospatial受信機は、他のサポート対象受信機とは異なるGNSSファームウェアを使用することか

ら、Trimble Access使用の際は、Spectra Geospatialソフトウェア内の全ての機能が使用できるわけではありません。

詳細については､Spectra Geospatial receiver support in Trimble Accessヘルプを参照してください。
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インストール情報

ライセンス要件

Trimble Access 2023.00をインストールするには、一般測量アプリのほか、使用したい各Trimble Accessアプリのライセンス

が必要です。

l 永久ライセンス

永久ライセンスは、コントローラにライセンスされます。コントローラには、1 4月 2023まで有効なTrimble
Access Software Maintenance Agreementが必要です。

l 受信契約

受信契約ライセンスは、個々のユーザーに割り当てられます。受信契約ライセンスで使用する際、サポート対象の

任意のコントローラにTrimble Access 2023.00をインストールすることができます。

詳細については、Trimble Access ヘルプの必要なソフトウェアライセンスを参照してください。

アカウントをお持ちでない場合 ソフトウェアをお試しいただけます

必要なライセンスをお持ちでない場合は、一定期間、ソフトウェアを試すことができる場合があります。

オプションは以下の通りです:

l サインインして利用契約を使用できない場合、または永久ライセンスを購入したがコントローラにまだ割り当てられて

いない場合に備えて、Trimble Access用の48時間ライセンスを作成します。

l コントローラに有効な永久ライセンスがない場合、Trimble Accessの30日間のデモライセンスを作成します。このタイ

プの一時ライセンスは、対応WindowsおよびAndroidコントローラで利用できます。

l コントローラに有効な永久ライセンスがあるものの、試したい特定アプリのライセンスがない場合は、特定Trimble
Accessアプリの30日間の試用ライセンスを作成します。このタイプの一時ライセンスは、対応Windowsコントローラで

のみ使用できます。

詳細についてはTrimble Access ヘルプの一時ライセンスのインストールを参照してください。

Trimble Accessのインストールまたはアップグレード

ソフトウェアをコントローラにインストールするには、コントローラのオペレーティングシステムに応じて正しいTrimble
Installation Managerを使用します:

l Trimble Installation Manager Windows用

l Trimble Installation Manager Android用

詳細については、Trimble Access ヘルプのTrimble Accessのインストールを参照してください。

注意 – 旧バージョンのTrimble Accessを使用して作成されたジョブ( .job)ファイルは、Trimble Accessの最新バージョ

ンで開いた際に自動的にアップグレードされます。アップグレードされたジョブは、旧バージョンで開くことはできなくなりま

す。詳しくは、Trimble Access ヘルプの最新バージョンのTrimble Accessで既存ジョブを使用するを参照してくださ

い。
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学習リソース

Trimble Accessソフトウェアの機能とソフトウェアを最大限に活用する方法の詳細については、以下のリソースを参照してく

ださい。

Trimble Accessヘルプポータル

Trimble Accessヘルプポータルはhttps://help.trimblegeospatial.com/TrimbleAccess/からご覧いただくことが可能で、

Trimble Accessヘルプに搭載されている全内容を14言語で提供しています。また、Trimble Installation Managerヘルプ、

Trimble Sync Managerヘルプ、およびTrimble Access YouTubeチャンネルなどの便利なリソースへのリンクも掲載していま

す。

Trimble Accessヘルプポータルは、インターネットに接続されている任意のコンピュータから、Trimble Accessソフトウェアをイ

ンストールすることなく表示できます。また、携帯電話からのアクセスや、オンボードヘルプをインストールしないことを選択した

場合でも、Trimble Accessを実行しているコントローラからご覧いただくことが可能です。

Trimble Accessヘルプ

Trimble Accessヘルプは、Trimble Installation Managerで言語とヘルプファイルチェックボックスを選択すると、ソフトウェアと

ともにインストールされます。インストールされているヘルプを表示するには、Trimble Accessソフトウェアで をタップし、ヘル

プを選択します。Trimble Accessヘルプが開き、Trimble Accessソフトウェアで現在表示されている画面のヘルプトピックに

直接移動します。

Trimble AccessYoutubeチャンネル

Trimble AccessYouTubeチャンネルには、便利なソフトウェア機能を紹介する多数の動画があります。最近追加された機

能を紹介する動画や、特定の分野を紹介するプレイリストをご覧いただくことができます。

新しい動画は定期的に投稿されるため、Trimble AccessYouTubeチャンネルページの登録をクリックして、新しい動画が

公開された時に通知を受け取るようにしてください。

Trimble Accessアプリ

Trimble Accessソフトウェアスイートは、測量士や地理空間の専門家向けに、現場作業を容易にする一連の専門フィー

ルドアプリケーションです。使いやすいインターフェース、最適化されたワークフロー、リアルタイムデータ同期により、Trimble
Accessソフトウェアは、日々の作業の成果をさらに高めることを可能にします。実際の作業に最適なアプリケーションを選択

することで、競争力の向上を図りましょう。

Windows端末でサポートされているTrimble Accessアプリ

以下のTrimble Accessアプリは、対応Windowsデバイスで本バージョンのTrimble Accessを実行する際にサポートされて

います。

l 道路

l トンネル

l 採掘鉱

l Land Seismic

l パイプライン
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l Power Line

l Katastermodul Deutschland

l モニター

l AutoResection

l BathySurvey

注意 – サポートされているTrimble Accessアプリへの変更は、リリース後に変更される可能性があります。最新の情

報、または以前のバージョンのTrimble Accessでサポートされているアプリケーションの詳細については、Trimble
Access App availabilityを参照してください。

Android端末でサポートされているTrimble Accessアプリ

以下のTrimble アプリは、対応Androidデバイスで本バージョンのTrimble Accessを実行する際にサポートされています:

l 道路

l トンネル

l 採掘鉱

l パイプライン

l Power Line

l Katastermodul Deutschland

l モニター

l AutoResection

l AllNAV Rounds

注意 – サポートされているTrimble Accessアプリへの変更は、リリース後に変更される可能性があります。最新の情

報、または以前のバージョンのTrimble Accessでサポートされているアプリケーションの詳細については、Trimble
Access App availabilityを参照してください。
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